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市
は
受
け
る
方
針

日
本
を
代
表
す
る
建
築
家
　
釣
竹
清
訓
氏
が
設
計
し
、
建
築
家
組
裡
か
ら
高

く
評
価
さ
れ
な
か
ら
も
、
維
持
管
理
蓑
が
ネ

ッ
ク
Ｌ
な
り
解
体
が
決
ま

っ
て
い

た

一
部
城
市
民
会
館
」
に
つ
い
て
、
南
九
州
大
を
運
常
す
る
南
九
州
学
国
が
抑

Ｈ
、
市
に
加
年
間
の
無
憤
貸
与
を
中
し
人
れ
た
，
同
学
国
は

「
名
建
築
を
壊
す

の
は
も

っ
た
い
な
い

一
と
し
、
講
堂
と
し
て
使
い
、
市
民
に
も
開
放
、
維
持
管

理
費
も
負
担
す
る
。
市
も
申
し
入
れ
を
受
”
る
方
針
で
、
存
続
ｉ
求
め
て
き
た

市
民
団
体
は

「
ウ
ル
ト
ラ
Ｃ
の
妙
案
だ

」
と
書
ん
で
い
る
。

市
民
グ
ル
ー
ブ
も

「
妙

案

だ

と
景

小

都
坂
市
民
よ
都
は
「
９
６
６

年
の
開
趣
，
鉄
骨
が
放
射
状
に

突
き
出
た
奇
抜
な
デ
ザ
イ

ン

で
、
専
門
家
の
評
価
も
高
い
。

部
品
を
支
換
し
て
建
築
物
も
新

陳
代
謝
す
べ
き
だ
と
い
う

．
メ

タ
ボ
リ
ズ
ム
」
建
築
の
代
表
側

と
し
て
、
江
代
建
築
の
保
存
に

取
り
相
む
建
築
家
の
同
際
祖
拙

「
Ｄ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ

　

（
本

部
　
パ
リ
≡
日
本
支
部
か
ら
、

２
０
０
６
年
度
の
建
案
１０
選
に

も
選
ば
れ
て
い
る
こ

し
か
し
、
向
市
が
新
し
く
市

裕
合
文
化
ホ
ー
ル
を
建
設
し
た

こ
と
で
そ
の
役
割
を
終
え
、
ア

ス
ベ
ス
ト
の
使
用
も
発
覚
し
、

１
月
か
ら
休
館
し
て
い
た
．
老

朽
化
な
ど
で
維
持
管
理
費
が
年

平
均
２
０
０
０
万
円
以
上
か
か

る
こ
と
も
あ
り
、
市
は
解
体
を

決
定
３
９
月
議
会
で
、
ア
ス
ベ

ス
ト
除
去
と
解
体
を
合
わ
せ
た

費
用
約
２
億
５
０
０
０
万
円
を

合
ん
だ
補
正
予
算
案
が
可
決
さ

れ
、
１
月
に
も
解
体
工
車
が
始

ま
る
予
定
だ

っ
た
．

】
九
州
水
は
、
拍
退
い
た
女

中
の
跡
地
■
利
用
し
て
的
止
度

に
同
市
に
打
キ

ャ
ン
バ
ス
を
開

く
か
、
市
か
ら
譲
中
受
い
た
施

設
に
は
講
堂
が
知
く
、
頭
を
悩

ま
せ
て
い
た
．
そ
ん
な
時
、
解

体
さ
れ
そ
う
な
市
民
会
館
の
話

が
発
い
込
み
、
　

文
化
的
価
値

が
あ
る
建
築
物
を
保
れ
で
き
れ

は
大
学
の
誇
り
に
も
な
る

と
、

貸
与
を
中
し
入
れ
た
。
ア
ス
ベ

ス
ト
除
去
は
高
に
依
頼
し
、
そ

れ
以
外
の
改
装
黄
は
、
大
学
誘

致
で
部
城
市
が
交
付
す
る
如
億

円
の
補
助
李
か
ら
支
出
す
る
。

こ
の
日
、
南
九
州
学
同
の
渋

谷
義
大
理
事
長
が
市
役
所
を
訪

れ
、
中
し
入
れ
た
。
名
建
築
を

水
せ
る
市
に
も
メ
コ

ッ
ト
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
長
主
誠
市
長
は

大
変
あ
り
が
た
い
お
話
．
前

向
き
に
検
討
し
た
い
」と
回
各
．

市
は
「
月
６
日
に
市
い
内
部
方

針
を
正
式
に
決
め
、
セ
月
議
会

に
解
体
費
を
減
額
し
た
補
正
手

算
率
を
提
出
す
る
．

市
民
生
師
の
存
続
を
求
じ
署

名
な
ど
と
朽

【一
た
　
南
九
州
い

立
化
を
建
築
を
考
え
る
会
‐
●

■
川
ｈ
〓
１
れ
建
策
ｔ
は

一
と

れ
以
上
な
い
落
と

し
ど

工
ち

で
、
青
ば
し
い
．
■
国
の
毎
架

関
係
者
も
安
培
し
て
い
る
は

ず
．
こ
れ
か
ら
も
、
市
民
い
た

め
の
た
節
Ｌ
し
て
活
用
し
て
も

ら
え
れ
ば
」
Ｌ
喜
ん
で
い
る
．
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南九州大に貸与検討

「
規
代
建
築
の
傑
作
」
と

さ
れ
な
が
ら
、
解
体
さ
れ
る

予
定
の
宮
崎
県
都
班
む
民
会

館
――
写
真
Ｈ
に
つ
い
て
、
南

九
州
学
園

（宮
崎
市
）
の
渋

谷
義
夫
理
事
長
が

二
十
九

日
、
都
城
市
役
所
を
訪
れ
、

二
十
年
間
の
貸
与
を
中
し
入

れ
た
．
二
〇
〇
九
年
四
月
に

南
九
州
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の

一
部
を
同
市
に
移
す
同
学
園

は
、
入
学
式
な
ど
の
会
場
と

し
て
同
会
館
を
活
用
し
た
い

と
し
て
い
る
。
長
峯
誠
市
長

ヽ

「
公
ム
性
の
高
い
水
学
殉

設
と
し
て
の
も
川
な
ら
市
民

も
理
解
し
て
く
れ
る
」
と
述

べ
、
保
存
に
前
向
き
な
意
向

を
示
し
た
。

一
九
六
六
年
聞
郎
の
市
民

会
館
は
、
九
州
国
立
障
物
館

な
ど
を
手
か
け
た
建
築
家
の

布
樫
朝
氏
が
詳
討
。
「メ

タ
ボ
リ
ズ
ム

（
新
陳
代
謝
）

建
築
の
傑
作
」
と
評
価
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
老
朽
化

が
進
み
、
代
わ
り
の
文
化
施

設
も
完
成
し
た
こ
と
な
ど
か

ら
来
年

一
月
、
解
体
工
事
に

入
全
二

た
だ

っ
た
。

向
学
園
は
、
入
学
式
や
卒

業
式
、
学
生
の
文
化
部
お
副

の
様
書
場
、
大
学
祭
や
サ
テ

ラ
イ
ト
教
室
な
ど
市
民
と
の

交
流
拠
点
と
し
て
お
用
す
る

予
定
七
年
間
最
大
千
四
百
万

円
と
見
込
む
運
営
費
用
は
鼻

担
す
る
が
、
賃
合
料
は
免
除

す
る
よ
う
市

に
よ
め

て
い

る
。
ま
た
、
保
存
に
不
可
欠

な
ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
除
去

Ｔ
事
の
黄
用
は
、
国
の
補
助

金
を
使

っ
て
同
市
か
負
担
す

る
こ
と
を
要
望
し
て
い
る
ｕ



観
輸
餃
嬌

南

九

州

大

が
活

用

検

討

都
域
市
に
南
九
州
大
学
高

鍋
キ
ャ
ン
パ
ス
を
移
転
さ
せ

る
南
九
州
学
目

一流
谷
義
夫

理
事
長
）
は
二
十
九
日
、
老

一中
印
貯
却
邦
「
中
時
中
い
い

！設
計
の
市
民
会
館
を
二
十
年

間
無
償
草
与
す
る
よ
う
真
掌

誠
市
長
に
中
し
入
れ
た
．
長

！
峯
市
長
ほ

一前
向
き
に
検
討

一す
る
」
と
し
て
お
り
、
解
体

一 却
」
中
時
中
昨
中
キ
申
弗
↓

ャ
ン
パ
ス
が
開
学
予
定
の
こ

●
●
九
年
四
月
か
ら
活
用
し

た
い
考
え
．
要
望
書
は
ｔｌ！！
ア

値
が
あ
り
、
暉
体
す
る
の
は

．

も
っ
た
い
な
い
．
学
生
と
市

民
の
交
流
の
場
に
し
た
い
」

と
話
し
た
。長
峯
市
長
は
一新

た
な
財
政
的
負
担
は
な
く
、

市
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
の

で
は
ｔ
要
望
書
の
中
身
を
精

査
し
て
近
く
結
論
を
出
す
」

と
語
っ
た
。

一
九
六
六
（昭
和
四
十

一
）

年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
市
民
会

館
は
、
扇
形
の
産
根
と
、
故

射
状
に
伸
び
た
鉄
骨
の
は
り

が
特
徴
．
市
民
団
体
や
全
国

の
建
築
家
□
体
が
保
存
を
訴

え
て
い
た
が
、
市
は
存
廃
を

門
う
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で

「解
体

一
が
８３
％
だ

つ
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
今
年
二
月
に

解
体
を
決
定
　
解
体
空
約

一

億
円
、
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
葺

約

一
債
五
千
万
円
を
盛
り
込

ん
だ
補
正
予
算
が
九
月
議
会

で
可
決
さ
れ
、
来
年

一
月
に

着
工
予
定
だ

っ
た
。
保
存
運

動
を
し
て
い
た
同
市
内
の
建

築
士
、
平
川
靖
三
さ
ん
也
を

は

一言
ば
し
い
眼
り
。
有
効

活
用
さ
れ
れ
ば
あ
り
が
た

い

一
と
話
し
た

南 九州学 園が、部城市 に無償賃与 を要望 した

市 民会館

ス
ベ
ス
ト
除
去
と
徳
旧
工
事

は
市
が
行
う
０
政
修
准
変

は
、
大
学
移
転
に
伴
い
市
が

出
す
限
度
額
二
十
億
円
の
補

一助
金
の
対
象
と
す
る
‐
こ
と

一
「
な

幸
寿
中
キ
い
キ
す
悼
昨
は



都城市民会館

南
九
州
大
が
貸
与
要
望
書

０９
年
４
月
に
郁
城
キ

■
ン
ハ
ス
を
開
学
す
る
南
九
州
大
は
抑
口
、
都
取
市
民
会
館
を
大

学
の
識
堂
に
活
用
し
た
い
と
し
て
、
無
慎
卓
与
を
求
め
る
要
望
書
を
市
に
提
出
し
た
．
同

会
館
は

「日
本
を
代
表
す
る
近
代
煙
染
だ
」
Ｌ
し
て
市
民
グ
ル
ー
プ
や
建
築
専
門
家
ら
が

保
存
在
求
め
る
中
、
取
り
壊
し
が
決
ま

っ
て
い
た
。
長
単
訳
市
長
は

「前
向
き
に
検
討
す

る
」
と
し
て
お
り
、
解
体
か
ら

一
伝
し
て
保
存
さ
れ
る
見
通
し
と
な

っ
た
。
保
存
を
水
い

て
き
た
市
民
グ
ル
ー
ブ
も

「宗
情
ら
し
い
ニ
ュ
ー
ス
一
と
歓
迎
し
て
い
る
。

【水
元
六
”
〕

大
学
側
は
無
億
賞
与
の
用

間
と
し
て
、
市
が
所
有
す
る

大
宇
用
地
、
建
物
と
同
じ
く

２０
年
間
を
要
当
。
怪
車
負
担

は
●
ア
ス
ペ
ス
ト
除
去
は
市

が
行
つ
０
改
修
章
は
、
聞
≡

に
い
う
市
の
補
助
全

（
最
大

加
障
円
）
の
和
内
で
支
出
し
、

補
切
金
の
増
線
は
求
め
な
い

０
維
持
管
理
費
は
大
学
が
負

担
―
―
と
し
た
≡

巾
民
去
軒
の
崎
は
ヽ
〔
２

に
５
０
０
０
万
円
は
、
９
月

乱
ム
で
可
決
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
ア
ス
ペ
ス
ト
性
去

車

じ
約

１
債
５

●
０
０

万

円
．
も
し
ｒ
小
を
取
り
や
め

て
打
ほ
車
与
す
る
こ
Ｌ
に
な

れ
は
、
市
い
陀
月
議
会
に
印

体
予
算
の
減
額
補
正
案
を
援

出
す
る
こ
Ｌ
に
な
る
。

市
民
ダ
ル
ー
ン
の
要
請
や

議
会
車
間
に
う

「解
体

一
の

姿
勢
を
悦
さ
な
か

っ
た
長
宰

市
長
．
大
学
の
中
し
出
に
一確

体
は
主
に
財
政
諭
が
理
由
だ

っ
た
。
連
常
経
費
は
大
学
が

持

つ
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、

行
政

と
し

て
の
負

担
は

な

い
」
と
、
無
償
草
与
し
て
も

新
た
な
財
政
白
「
が
生
し
な

い
こ
Ｌ
を
強
調
し
た

，

市
民
団
体
は
歓
迎

一
方
の
市
民
イ
ル
ー
フ
．

‐１
月
Ｈ
日
に
は
“
民
会
館
の

保
荏
を
求
め
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
予
定
し
、
準
備
中
だ
ヽ
．

た
．

「市
九
州
●
文
化
と
を

夕
を
■
え
ヽ
Ｌ
」
の
イ
川
時

三
さ
ん
（
対
）
は

一
こ
れ
以
上

は
な
い
落
と
し
所
だ

≡
全
国

の
辻
■
関
係
者
ヽ
加
と
な
で

下
う
し
て
い
る
の
で
は

な
い

か
」
”
　

部
蚊
市
民
ム
館
の

再
生
Ｔ
同
を
考
え
る
な
　
の

早

八
て
い
代
表
（
「
）
も

「
ひ

「
よ
り
し
た
．
ま
た
英
朝
は

て
き
な
い
が
、
子
の
通
り
に

な
れ
は
弓
れ
し
い
こ
と
だ

一

と
草
ぶ
．

人
ヤ
と
運
営
す
る
南
九
州

学
同

（
常
崎
市
）
の
渋
谷
共

大
理
事
長
は

一劇
場
型
の
歳

生

が
ほ
し

い
と
考

え
て

い

た
。
市
民
会
館
は
文
化
的
価

値
の
あ
る
煙
架
で
あ
り
、
保

千
が
単
ま
れ
る
。
市
民
Ｌ
の

交
流
拠
点
に
も
し
た
い
」
と

述
べ
、
市
民
に
も
開
放
す
る

考
え
を

不
し
た
。

部
城

市
民
会
館

は
６６
年

の
門
紳
。
九
州
国
立
博
物
館

な
ど
の
作
品
て
知
ら
れ
る
と

架
〓
、
菊
“
市
打
氏
の
設
計

で
、
■
打
収
州
淑
■
に
■
≡

出
し
た
独
特
の
デ
ザ
イ
ン
“

近
代
廷
楽
の
起
家
、
保
行
に

取
り
仙
む
国
際

祖
紋

い
０

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
（
本
部
Ａ
り
）

日
本
支
部
の

「
帆
年
度
匿
定

生
装
物
１０
唾
」
に
も
な

っ
て

い
る
．

市
は
施
設
の
セ
何
に
や
市

民
意
向
、
維
持
管
理
の
町
政

負
担
な
ど
と
理
由
に
取
り
壊

し
を
決
定

，
市
議
会
も
９
月

議

会

で
呼

体

予
算

を

可
決

し
、
来
年
１
月
に
も
工
事
が

始
ま
る
予
定
だ

っ
た
。


